きいた、 先生の 体験談で、 私が、 腹の そこから かんげ 

きした、 一生 わすれられない 話で ある。 

四十 六 年 前と いえば、 明治 三十 六 年、 五月だった。 

たてやまわん ていはく 

私たちの 琴 ノ緒丸 は、 千葉県の 館 山 湾に 碇泊して いた。 

この 船 は、 大きさ 八 百 トンの シップ 型で、 甲板から、 

空 高く つき 立った、 三本の 太い 帆柱に は、 五本ず つの 

ま f .. こ 

長い 帆桁が、 とりつけ てあつた。 

見 あげる 頭の 上に は、 五本の 帆桁が、 一 本に 見える 

ほど、 きちんと ならんで いて、 その 先 は、 舷の そとに 

出て いる。 

船の 後部に 立って いる、 三 木め の 帆柱の ねもとの、 



とに いいこと だ。 まず 龍睡 丸が、 その 糸口 を さがして 

こよう。 こうして、 私 は 立ち あがった の だ。 それ は、 

明治 三十 一 年の 秋であった。 

私 は、 また、 こんな こと も 考えて いた。 

日本の 南東の 端に ある、 新 鳥 島 (この 島 は、 北緯 二 

十五 度、 東経 百 五十 三度に あつたの だが、 火山島で あ 

るから、 たぶん、 噴火 か 何 かで 海底に しずんだ の だろ 

うとい われて いる) の 近くに、 グ ラン パス 島と いう 島 

か いぞく 

が ある。 これ は 昔、 海賊の 基地であって、 そんな 島 は、 

ない という 捕鯨船の 船長 も あるし、 いや、 あると いう 

船長 もあって、 めったに 船の 行かない ところで あるが、 



ひろい 海 を 航海す るのに、 なくて はならぬ 海図と、 

海 や 島 や 海流の ことな ど、 くわしく 説明して ある 海の 

案内書、 すなわち 水路 誌。 船の 位置 を 計る、 各種の 航 

海 用 精密機械 は、 外国から も 取りよ せたり、 海軍 や 商 

ろくぶん き けいせんぎ 

船 学校から も 借りた。 六分儀が 三 個。 経線 儀 (精確な 

らしんぎ 

時計) が 二 個。 羅針儀 も、 すばらし いもの をす えつけ 

た。 みな、 漁船に は りっぱす ぎる ものば かりであった。 

乗組員 は、 いずれも 一 つぶよりの 海の 勇士で ある。 

さかき ばら 

運転士、 榊 原作 太郎。 この 人 は、 十 何年 も 遠洋漁業に 

力 をつ くして いて、 船長 をした リ、 運転士 をしたり、 

また ある 時 は、 水夫 長 もした ことの ある、 めずらしい 



しく そびえる 富士山 を、 見 かえり 見 かえり、 希望に も 

リ ゆうすい まる おいて 

える 十六 人 をのせ た 龍睡丸 は、 追手の 風 を 帆に うけて、 

南へ 南へ と 進んで 行った。 

一 日 一 日と 航海 をつ づけて、 一 月 十七 日に は、 目的 

しんとり しま 

の、 新 鳥 島 付近に きていた。 

ち ラさ 

この 日の 朝 は、 濛 気が 四方に 立ち こめて、 水平線 は 

はっきり 見えなかった が、 海鳥 は 船の まわり を 飛び か 

わし、 その 数 は、 だんだん 多くな つてき た。 八 時 ごろ 

になる と、 海水が、 いままで、 ききょう 色の 黒潮で あつ 

たもの が、 急に 緑白色に かわった。 島が 近くな つたに 

ひろ 

ちがいない。 海の 深さ を はかって みると、 十七 尋 (三 



さんごし つ 

十一 メ— トル)。 海底 は、 珊瑚 質で ある ことが わかった。 

「島」 

見張 当番が、 大声で さけんで、 右手 を、 力 いっぱい 

のばして、 指さして いる。 

うすい 牛乳の ような 濛気を 通して、 うす 墨で かいた、 

岩の ような ものが、 ちらっと 見えた と 思ったら、 もう 

何も 見えない。 

いか リ て いはく 

私 は、 濛 気が 晴れる まで、 錨 を 入れて、 碇泊す る 決 

しょうびょう つな 

心 をし、 小 錨に 太い 索 をつ けて 投げ入れた。 

つめ 

ところが、 海底 は 珊瑚 質の 岩で、 錨の 爪が すべって 

船 はと まらない。 錨 を がりがり 引きずって、 始は 潮に 



流される。 そこで、 小 錨 を 引き あげて、 この 索に もう 

一 つ、 小 錨より 大きな 中 錨 をつ けて、 二つ いっしょに 

投げ こむ と、 二つの 錨 は 海底 をよ く搔 いて、 船 は 止つ 

た。 

「さあ。 ふか つりだ」 

船が 碇泊す ると、 すぐに ふかつ り を はじめた。 

すると 突然、 つよく 西風が 吹き だした。 び ゆうび ゆ 

さくぐ 

うと、 帆柱 や 索具に ふきつけて、 海面に は 白波が たち 

さわぎ、 船体 は、 大 西風に 強く ふかれて、 „ 錨 索が びい 

んと 張りき ると、 

。ヽ y . ) - o 

、？ つり 



海が め は、 腹の なかに、 一 リットルから 二 リットルぐ 

らいの、 清水 を 持って いるの だ。 

ぼう えきふ う 

この 島々 の 付近に は、 北東 貿易 屈 (一年中、 きまつ 

て 北東から ふいて いる 風) がふいて いる。 もし、 大西 

風が やんで、 反対に 北東 貿易風が ふきだしても、 この 

風に なら、 さからって 船 を 進める ことができる。 こう 

決心して、 ホノルルに 針路 を 向けた。 

いんりょうすい 

しかし、 できるだけ 早く 飲料水が ほしいので、 いち 

ばん 近い 島、 すなわち、 ハワイ 諸島の ミツ ドゥエ— 島 

に 行こうと した。 

ミツ ドゥエ ー 島 は、 ホノルル 港から、 約 千 力 イリ、 



て、 島に 上陸が できず、 また、 上陸ので きた 島に は、 

水がなかった。 

しかし、 これらの 無人島で は、 大きな 海が め、 背の 

しょうがくぼう 

甲が 一 メ— トルぐ らいの 正覚坊 (ァ ォゥミ ガメ) が 手 

あたりし だいに とらえられ、 おまけに その 肉 は、 牛肉 

よりもお いしく、 また、 どの 島の ちかくで も、 ニメ— 

トル 以上の ふかが、 いくらで もつれた。 

はんそう 

こうして、 はても ない 空と 水ば かり を 見て、 帆走 を 

つづけ、 二月 もす ぎて、 三月 十五 日と なった。 この 日 

の 午後 二 時、 西北の 水平線に、 一筋 たちのぼる 黒煙 を 

みとめた。 



「ここ は どこです か」 

と 聞く の だ。 これ は、 世界の 海の 人の ならわし であ 

る。 

水平線の 一筋の 煙 は、 太く 濃くな つて、 やがて、 帆 

柱、 煙突、 船体が、 だんだんに 水平線から うきだして 

きて、 近くな つた。 私たち は、 大きな 日の丸の 旗 を、 

船尾に あげた。 船 は 小さく とも、 日本の 船 だ。 十六 人 

の 乗組員 は、 日本国民 を 代表して いるの だ。 むこうの 

汽船で は、 アメリカの 旗 を あげた。 

午後 三時 四十 分、 両 船の 距離 は 八 百メ— トルと なつ 

た。 本始 は、 帆柱に 万国 信号旗 を あげて、 汽^に 信号 



た 元気な すが たにな つたの だ。 

四月 四日の 朝と なった。 龍睡 丸に は、 水先案内 人が 

乗り組み、 港の 曳船に ひかれて、 いよいよ 港外に 向かつ 

た。 

だいにつ しょうき 

大日 章 旗が、 船尾に ひるがえつ ている。 これ もみな、 

兄弟で ある 日本人と、 友で ある 外国人た ちの、 あたた 

かい 心に よる もの だ。 港に 碇泊して いる 外国 船の 人た 

ち も、 甲板に 出て、 曳船に ひかれて 出て 行く わが 龍睡 

丸へ、 帽子 を ふり、 手 を あげて、 見送って くれる では 

、 ゝ o 

るレカ 

そとうみ 

黒煙 を あげて 走る 曳船 は、 港の 口から 外海に、 龍睡 



丸 を、 ひきだした。 港外に は、 いい 風が ふいて いる。 

ひきづな 

曳船と 龍睡丸 をつな ぐ、 曳索を はなった。 水先案内 

人 は、 それで はと、 私と かたい 握手 をして、 

「では、 ごきげんよう 船長。 愉快な 航海 をつ づけて、 

たくさんの えもの を つんで、 日本に 安着して ください」 

げんそく 

といって、 龍睡 丸が 舷側に ひいて きた、 水先 ボ ー ト 

に、 乗りう つろうと して、 大きな 声で さけんだ。 

「郵便 を だす 人 はない か。 故郷へ、 手紙 を 出す 人 はな 

いか。 これが 最終 便 だよう —— -」 

しんせつな 水先案内 人の ことば だ。 もう 龍睡丸 は、 

日本に つくまで、 何 力 月の 間、 手紙 を 出す てだて はな 



こそ、 かえって、 精神力が、 ふるいたつ のであった。 

荒い 岩山に は、 ぼかつ と、 まつ 黒な 岩窟ら しい 穴が、 

あちこちに 見える。 たくさんの 海鳥が、 あやしい 鳴 声 

をして、 みだれ 飛んで いる。 岩に、 つばさ を 休めて い 

る 海鳥の すがた も、 やさしく は 見えない。 この 島 は、 

ネッ 力— とよぶ、 無人島であった。 

それ は 午前 十 時 ごろであった。 つり を はじめる と、 

ふかが 大漁で ある。 やつぎばやに、 大きな のが つれる。 

三メ —， ^ルも ある ふか を、 たくみに 甲板に ひきあげ 

るの は、 見て いても 痛快 だ。 しかし、 つり 針 を 大きな 



まさか、 自分た ち も そんな ことに 

と、 思う のではなかった が …… 



海が めの 島、 海鳥の 島 

りゅうすい まる 

いま、 われらの 龍睡丸 は、 波 をけ たてて、 ハワイ 諸 

島に そって、 北西に 進んで 行く。 

ある 日、 夜が 明けて みると、 近くに、 フレンチ • フ 

しょ ラ 

リゲ ー ト礁が 見える ではない か。 フレンチ -フ リゲ— 



の そしてい るので あった。 なかには、 鼈甲が め (タイ 

マイ) もま じ つ ていた。 

「よし、 みんなつ かまえて しまえ」 

一同 は、 海が め を かたっぱしから、 あおむけに ひつ 

くりかえした。 

これで かめ は、 重い 甲羅 を 下にして、 みじかい 足 や 

首 を、 ちゅうに 動かす ばかりで、 どうす る こと もで き 

ない の だ。 この 大 がめ は、 頭の 方の 力が たいへん 強く 

て、 頭の 方から ひっくりかえそう とすれば、 大人が 三、 

四 人 かかって、 やっと だ。 しかし、 うしろの 尾の 方 か 

ら なら、 一 人で ころりと ひっくりかえされ るの だ。 か 



「もうた くさんだ。 そんなに つむと、 かめで 船が しず 

むよ。 なんべん にも、 本船へ 運べ」 

本船で は、 私 を 先頭に、 るす 番が 総出で、 漁船が 運 

ん でく るかめ を 受け取って は、 甲板に、 あおむけ につ 

みかさね て、 大漁に 大 まんぞくであった。 

この、 海が めの 珊瑚礁 を あとに、 本船 はさら に 北西 

に 進んだ。 

三角形の 島で、 頂上が まつ 白い 島の 近く を 通った。 

この 島 は、 ガ— ドナ— 島と いって、 草 も 木 も 生えて い 

ない が、 頂上が まつ 白 いのは、 鳥の ふんであった。 

海 It の 多い こと、 まったく 鳥の 島 だ。 遠くから 見る 



を つれて 渡って きて、 大 がかり で 鳥の ふん を 採取して 

は、 ハワイ 島へ 送って、 サ トウ キビの 肥料に していた。 

島の まわりの 海に は、 魚が ひじょうに たくさん いる。 

つまり、 えさになる 魚が 多い から、 鳥が むらがる ので 

ある。 

龍睡 丸が、 ホノルル を 出帆して から、 いつしか 一力 

月 以上の 曰が すぎて、 無人島の リシ ヤンス キ— 島に 近 

くな つたと き は、 五月の 中 ごろに なって いた。 

船 を、 リシ ヤンス キ ー 島の 近くへ よせて、 ，. 錨 を 入れ、 

ここで、 船の 位置 を 知る のに 使う、 精確な 時計、 経線 



ただ つばさ を ひろげた だけで、 どうす る Y J ともで きな 

い。 その 名のと おりの 「ァ ホウ」 で、 たちまち 人に と 

ら えられて しまう。 それで、 無人島に むらがつ ている 

この 鳥の 大群 も、 上陸した 船の 人の 太いぼう で、 じき 

に うちとられて しまう の だ。 

ともかくも、 龍 睡丸は 大漁で ある。 もうこれ で、 目 

的と する 島々 の 調査 も すんだ。 成績 は 優 だ。 ミツ ド 

ゥ ェ —島で 飲料水 をつ みこんだら、 それから 先 は、 まつ 

すぐに 大洋 を 走って、 日本へ 帰る の だ。 

龍睡 丸の みんな は、 勇みた つてき た。 



パ— ル • エンド. ハ— ミ ー ズ 礁 



リシ ヤンス キ— 島 を あとに、 ミツ ドゥエ ー 島に 向け 

て 出発した あくる 日、 すなわち、 十八 日の 正午に、 船 

の 位置 を はかって みると、 予定の 航路より、 二十 カイ 

リも 北の方に 流されて いる ことが わかった。 このへん 

の 潮 は、 北へ 北へ と 流れて いる。 その 潮流が、 思った 

よりも 強く、 船が こんなに 流された の だ。 

ミツ ドゥエ— 島に 行く のに は、 パ ー ル • ェ ンド • ハ— 



あんしょう 

ミ— ズ礁 という、 いくつかの、 小島と 暗礁の むれの、 

南の 方 を 航海し なければ ならない。 この 暗礁に ぶつ 

かったら、 たいへん なので、 船が もっと 北の方に 流さ 

れて も、 パ— ル • エンド. ハ— ミ— ズ礁 の、 いちばん 

南の 方へ 出つ ばっている 暗礁 を 十 力 イリ はなれて 通る 

ことになる ように、 船の 針路 をき めた。 

リ ゆうす い まる 

龍睡丸 は、 ホノルル を 出帆して から、 ずっと ふきつ 

づ いている 北東 貿易風 を 総 帆に うけて、 ここちよく 帆 

走して 行った。 

パ ー ル • エンド. ハ— ミ— ズ礁 というの は、 南北 九 



力 イリ 半、 東西 十六 力 イリの、 広い 海面に 散らばって 

さんごしょう 

いる、 いくつかの ひくい 珊瑚礁の 小島と、 暗礁の 一群 

である。 そして、 この 珊瑚礁に は、 昔から、 たくさん 

の 遭難 談が つたわつ ている。 そのな かの 一 つ は I 

西暦 一八 ニニ 年 四月 二十 六日の 晩に、 英国の 捕鯨 帆 

せき 

船、 パ— ル 号と ハ— ミ— ズ 号の 二 隻が、 おた がいに 十 

力 イリ をへ だてた 小島に 乗り あげて、 船 を こわして し 

まった。 その後、 この ニ隻の 難破船の 乗組員た ち は、 

一 つ 島に 集まって、 無人島 生活 を やった。 そして、 乗 

くぎ 

りあげて こわれた ニ隻の 船の 木材 や 板、 釘 を あつめて、 

みんなで 力 を あわせて、 約 三十 トンの 船 をつ くり、 そ 



れに 乗って、 やっと ハワイ 島に 着く ことができた。 そ 

の 時から、 この ニ隻の 船の 名、 パ— ル号、 ハ— ミ— ズ 

号 を、 この 一 群の 珊瑚礁の 名と して、 パ— ル • エンド- 

ハ ー ミ ー ズ礁 というよ うにな つたの だ。 

この ニ隻の 捕鯨船が、 木 船であった から、 こわれた 

船の 木材で、 小船 をつ くる ことができ たが、 もし 鉄の 

船で あったら、 船 をつ くって、 ハワイに 行く こと はで 

きなかった ろう。 それに、 昔の 帆船の 乗組員 は、 みん 

なきよう な 人た ちであって、 たいがいの 人 は、 大工の 

仕事が できた ので ある。 



その、 パ— ル • エンド. ハ— ミ— ズ礁 を、 ぶじに 通 

りすぎ ようと、 龍睡丸 は、 よい 風に 帆 を いっぱいに ふ 

くらませて、 ミツ ドゥエ ー 島へ と 進んで いた。 

やがて 日が くれて、 十八 日の 午後 十 時に なった。 そ 

うする と、 今まで ふいて いた 北東 風が、 急にば つたり 

ffl いで、 風が まったく なくなって しまった。 

風で 走る 帆船が、 無風と なって は、 どうす る こと も 

いか リ ていはく 

できない。 こういう 時 は、 錨 を 入れて 碇泊 すれば、 い 

ちばん 安全で ある。 

それで、 錨 を 入れようと 思って、 海の 深さ を はから 

ひろ 

せる と、 とても 深い。 百 二十 尋 (二百 十九 メ— トル) 



らい 波が あっても、 暗礁 や 浅瀬の 見 わけが つく。 

海の 色 は、 おおよその ところ、 一 メ— トルぐ らいの 

ごく 浅い ところが、 うすい 褐色。 十尋、 十五 尋 (十八 

メ ー トル I 二十 七メ— トル) ぐら いまでは、 青み の 多 

い 緑色。 深さ をます につれ て 青み が とれて、 一 一十 尋 (三 

十六 メ ー トル) 以上の 深さ は 緑色。 それ 以上 深くなる 

と、 こい 緑色と なり、 三十 尋 (五十 五メ— トル) 以上 

では、 藍色。 それから は 黒つ ぼい 色が ましてく る。 

また、 海面に すれすれの 暗礁 は、 波が ぶっかって、 

白波が たって いるので、 発見す る こと も ある。 

鳥が むれ 飛んで いる 下に、 島が あるの は、 いうまで 



"暗礁 をめ がけて 



夜空に は、 星 ひとつ 見えない。 ひるま、 黒ずんだ 藍 

色の 海が、 もりあがり、 またへ こんで、 船 を 動揺 させ 

たうね リは、 まつ 黒い 夜の 海に、 いっそう 大きく、 上 

下に 動いて、 どこへ 船 をお し 流して 行く のであろう か。 

大自然の、 目に 見えない 縛で しばられ たように、 船 

と 乗組員 は、 どうす る こと もで きず、 潮流の 勝手に さ 



れ ている。 うねり は、 人間の よわさ を あざ笑う ように、 

船 を ゆすぶ つてい る。 こういう ときの 船長の 苦心 は、 

経験し ない 人に は、 いくら 説明しても わかるまい。 

船 内に、 時 を 知らせる 夜半の 時鐘が、 八つ、 かかん、 

かかん、 とうち 鳴らされた。 この 八 点 鐘が 鳴りお わつ 

て、 二十日の 零時と なった。 

それから、 一時間ぐ らいた つたと きであった。 私 は、 

自分の 部屋 を 出て、 船尾の 甲板で 運転士と 話して いた。 

「どうも こまった ね。 風 はふき だしそう もない。 とも 

かく も、 つづけて 深さ を はからせて くれた まえ」 

と、，， つて、，， ると、 すぐそばで、 深さ を はかって、，' た 



水夫が、 

「百 二十 尋の 測深 線が、 とどきました」 

と、 おどろい たような 声で、 報告した。 

これ を 聞いた とたんに、 私 は、 

「総員 配置に つけつ」 

と、 どなって、 やすんで いる 者 を、 みんな 起させて 

非常警戒 を させた。 

海の 深さ を、 すぐ つづいて はからせ ると、 

「六十 尋」 (百 九メ— トル) との 報告が あった。 

百 二十 尋が、 たちまち 六十 尋と、 浅くな つてい るの 

しょ ラ 

だ。 これ は、 船が、 パ— ル- エンド. ハ— ミ— ズ礁に 



ちかづい ている 証拠 だ。 パ ー ル • エンド • ハ— ミ— ズ 

の 珊瑚礁 は、 きりたった 岩で、 深い 海の そこから、 

屛風 のように 岩が つき 立って、 海面に は、 その 頭 を、 

ほんの 少し 出して いるの だから、 岩から 半 力 イリ ぐら 

いのと ころで も、 六十 尋の 深さ は あるの だ。 

船が、 パ— ル • エンド. ハ ー ミ— ズの 暗礁に おし 流 

されて 行く こと は、 もう のがれられない ことにな つた 

もっと 浅い ところへ 行ったら、 海の 底が、 砂で もどろ 

でも 岩で も かまわない、 錨 を 入れなければ ならない。 

私 は、 

とうび よ う 

r 投錨 用意」 



の 号令 を かけた。 つづいて、 

「四十 尋」 

「三十 尋」 

と、 深さ を はかって いる 者の さけぶ 声。 浅くな りか 

たが、 とても 急 だ。 船 は、 一秒、 一秒、 暗礁の 方に 流 

されて 行く ので ある。 

「二十 尋」 (三十 六メ— トル) 

もうあぶ ない。 

「右舷 投錨」 

の 号令 をく だした。 

ど ぼん。 がらがら がら …… 右舷の 錨が、 船首から 海 



い、 と へんな 音が してきた。 大波が、 どし いんと ぶつ 

かるたび に、 きっと、 どこか を こわし、 何 か を さらつ 

て 行った。 

さらわれな いように、 しっかり しばりつけた 漁船 は、 

たった 一 つの 大波が、 ざぶ うん、 と おそいかか ると、 

粉み じんにく だけて、 小さい 破片 も 残さなかった。 し 

かし、 漁船 を まもって いた 四 人の 漁夫 は、 さすがに、 

いくど か大 しけの 荒波 をし のいで きた 勇士 だ。 一 人の 

けが もな く、 ぶじに 残った。 

私 は、 みんなに 命令 するとす ぐに、 船長室に 飛び こ 

んで、 必要な 書類 を 〔# 「書類 を」 は 底本で は 「書類な 匕 



する が、 船長が 上陸で きなかったら、 一同 は、 ここ か 

ら 北の方に 進んで 行け。 きっと 島が ある。 その 島に 水 

がなかったら、 北西の、 つぎの 島へ わたれ。 それが、 

ミツ ドウ ェ 1 島 だ」 

「さあ、 上陸 だ。 用意 をし ろ。 持ち出す 物 を わすれる 

な。 みんな、 できるだけ たくさんに 服 を 着ろ。 冬服 も 

夏服 も 着ろ。 くつ 下 を はいて、 くつ を はけ。 帽子 を か 

ぶって、 その上から、 手拭 や タオルで、 しっかりと 頰 

かぶり をし ろ、 おびになる もの は、 何 本で もい いから 

しっかりと 胴中 をし ばれ。 ジャック. ナイフ (水夫の 

K う 小刀) を 落さぬ ように 」 



ために、 生きなければ ならない からだ。 不人情な 人た 

ちと 思う かもしれ ない が、 われわれの 心 も 察して くれ。 

おまえ だって、 りっぱなさい ごだ。 犬 死で はない。 さ 

らば、 わかれよう —— これが 見お さめ か、 さらば —— 」 

心の なかで 手 を 合わせた の は、 船長の 私ば かりで は 

あるまい。 だれの 目に も、 なみだが あった。 

「いい 船だった な あ —— 」 

「ああ、 粉み じんか、 かわいそうに」 

「泣くな よ」 

「おまえ だって、 泣いて るく せに …… 」 

ふりかえり、 ふりかえり、 北 を さして、 伝馬船 は W 曰 



み 水 もない。 龍睡 丸が、 どかんと 岸に あたる と 同時に、 

清水 タンク は、 こわれて しまったの だ。 

「もう 見えそう な もの だ」 

漁夫の 一 人が つぶやく と、 小 笠 原が、 

「島 は、 どっかに あるよ。 心配す るな よ」 

と、 はげます。 

しばらく すると、 帰化人の^ 多が、 

「島の ない 方へ 行く のじ やない かな。 とちゅうで 腹が 

へって はたい へんだ、 もう ひきかえした 方が いい」 

と、 心配そう にいう。 しかし だれも あいてに しない。 

多くの 者 は、 さすがに 海の 勇士 だ。 ずぶぬれの 服で、 



さんごし つ 

ほり は、 まったくの 大 仕事で ある。 珊瑚 質の かたい 地 

面 を、 ご つん、 ご つん、 とほり さげ、 シャベルで 砂 を 

すくって、 ほうりあげ るの だが、 大男 は、 はだかの 全 

身、 水 を あびた ような 汗。 のどがかわいて、 口の なか 

が、 からから になって、 声 も 出ない。 水 だ、 水 だと、 

水 を ほしがる ので ある。 その 水 を 出そうと して、 いま 

ほって いるの だ。 井戸 ほりが、 いちばん 先に、 まいつ 

てし まいそう だ。 

「元気 を 出せ。 十六 人の 命の 水 だ。 今 じきに、 蒸溜 水 

を 飲ませる から」 

こんな 場 41、 百 千の ことばで はげます よりも、 一 さ 



じの 蒸溜 水の 方が、 どんなに ききめが あるか、 よく わ 

かってい る。 早く 蒸 潜水 を、 ごくごく 飲ませて やりた 

い。 しかし、 蒸溜 水 は、 そう、 たやすく はでき ない。 

島 を、 大 いそぎで 一 まわりし てきた、 漁業 長と 

おがさ わら せっこう 

小 笠 原ら、 斥候の 報告 は、 

「島の 面積 は、 四千 坪 (約 百 三十 ニァ— ル) ぐらいで 

す。 北の方に、 一 町 (約 百 十メ— トル) も 砂浜つ づき 

の、 小さな 出 島が あります。 出 島 は、 三百 坪 (約 十ァ ー 

ル) もありましょう か。 そこに は、 へ ヤシ— ル (小型 

のァザ ラシ) が、 三十 頭ぐ らい、 ごろごろして いまし 



おの 

流木 を わるに しても、 斧がない ので、 ジャック -ナ 

くさび 

ィフで 板 をけ ずって、 何 本 も 楔 を こしらえて、 それ を 

ひわ リ 

流木の 干 割に うちこんだ。 すると、 正目の よく 通った 

アメリカ 松 は、 気 もちよく われた。 

こうして、 たきぎが できて、 蒸溜 水 は、 よい あんば 

いに、 ぼたり ぼた リ、 おわんに 落ちる が、 半分 もた ま 

るの を 待って いられない。 井戸 ほりが 待ち かねて、 ほ 

ん のわず かのうち に、 すって しまう。 なかなか、 ほか 

の 者が 飲む こと はでき ない。 

しかし、 井戸 ほり は、 この 水で 勇気が でて、 ほりつ 

づけ、 探さ 四メ— トルち かくの 井戸 を ほった。 



「この 火種が、 いつでも 手ぢ かに あれば、 どんなに、 

ベ ん りだろう」 

おがさ わら 

こう 考えた 漁業 長と 小 笠 原 老人 は、 いい もの を こし 

とうみ よ-つ 

ら えた。 それ は 灯明 だ。 

缶づ めの 空 缶の 上の 方 を、 きれいに 取って、 砂 を 半 

分 ほど 入れ、 正覚坊の 油 をつ ぎこむ と、 油 は 砂に しみ 

こみ、 よぶんの 油 は、 砂の 上に 三 センチ ほどた まる。 

その 砂に、 帆布 を ほぐした 糸で 作った、 灯心 を さしこ 

み、 火 をつ ける と、 りっぱな 灯明に なった。 灯明の 火 

が、 風に 消されな いように 缶づ めの 入れて あった 木箱 

あんどん 

で、 わく をつ くって、 帆布の 幕 を さげる と、 行灯が で 



きた。 

行灯の 火 を、 昼も夜も 消えない ように まもって、 万 

年 灯と した。 そして 万年 灯 は、 ひっくりかえしたり、 

けとばしたり しないよ うに、 天幕の なかに、 太い 丸太 

を 地面に ななめにい けこんで、 その 先 を、 地面から 一 

メ J ^ル ぐらいの 高さに して、 ここへ つるして おいた _ 

炊事のと き は、 これから 火種が とれる し、 夜 は、 天幕 

のなか を 明かる くして、 みんな を 喜ばせ、 ほんとうに 

役に たった。 

つぎに、 毎日 三度の たべもの は、 はじめは、 島に い 

た 四 頭の 正覚坊であった。 それ は、 三日で たべて し 



いいこと は、 わかって いる。 しかし それに は、 長い 太 

い 木材が、 少 くも 三本 は ほしい。 だが、 その 木材が な 

いの だ。 

島 は、 いちばん 高い ところで も、 海面 上、 四メ— ト 

ル ぐらいで ある。 あと はニメ 1„ ^ル ぐらいで、 うつか 

リ すると、 波 を かぶりそう なくら いひく い 島で あるか 

ら、 遠くが 見えない。 それで、 島 じゅうで、 いちばん 

高い、 西の 海岸の 草地へ 砂 を 運んで、 砂山 をつ くり、 

見 はらしが きくよう にす るので ある。 これ は、 われら 

十六 人が、 島から ぬけ 出して、 日本に 帰る ことが、 で 

きる か、 できない かの 大 問題で あるから、 全員 は、 熱 



心に 砂山つ くりの 大工 事に かかった。 

砂山つ くり は、 石油 缶、 木の バケツ、 かんづめの 木 

ほぬ の つな 

箱、 帆布と 索と でつくつ たもつ こ、 これらに、 シャべ 

ルで砂 を いれて は、 高い ところへ 運んだ の だ。 

ところが これ は、 たいへんな ことであった。 という 

じょういり ゆうすい 

の は、 蒸 溜 水 を やめて、 しおからい、 石灰 分の 多い 

井戸水ば かり を 飲み 出してから、 十六 人と も、 おなか 

のぐ あいがわ るくな つていた の だ。 ひどい 下痢 をお こ 

して、 まるで、 赤痢に かかった ようになって しまった _ 

薬 はなん にもない の だ。 どうなる ことかと、 たいそう 

心配した が、 とにかく、 砂山 は 早くつ くらなければ な 



「しかし、 引っぱる と 仕事 はらく だな。 そうだ、 いい 

ことがある」 

練習生の 浅 野が、 正覚坊の 甲 を あおむけ にして、 索 

をつ け、 これに 砂 を 山 もりに して、 三人で 引く、 代用 

車 を 考え だした。 

こんな こと をして、 三日、 四日と、 こんきょく 働い 

た。 みんな、 気 もちの わるい おなか を さすって、 うん 

うんうな りながら も、 

あ J 

「人間 さま だよ、 蟻に まけるな」 

と、 たがいに はげまし 合った。 

おがさ わ ら 

小 笠 原 老人 は、 おなかの 痛 さに、 とうとう へたばつ 



がで きた。 この 上に 立つ 人の 目の 高さ を、 地面から 五 

フィ ー ト として、 ぜんたいで、 三十 フィ— ト (九- 一 

メ— トル) の 高さと なる が、 水平線 は、 何 力 イリまで 

見える か」 

この こと は、 だいぶ 前に、 学科で 教えて あつたの だ。 

「答 は、 砂に、 指で 書いて おけ」 

みんな、 それぞれ、 砂の 上に 計算 を はじめた。 

「秋 田 練習生、 何 力 イリ か」 

「約 六 力 イリであります。 海面からの 目の 高さまで を 

フィ ー トで はかり、 これ を 平方に 開いて 出た 数が、 お 

およその 見える 距離の 力 イリ 数 を あらわします。 これ 



に、 一 • 一 五 を かける と、 いっそう 正確な 数と なり ま 

す」 

「よろしい。 それで は、 会員の 川口。 海面から、 高さ 

四十 フィ— ト (二 丁 ニメ— トル) の 船の 帆 は、 この 

砂山から、 どのくらい 遠くで 見える か」 

「はい。 四十 フィ ー 卜です と、 約 七 力 イリの 距離まで 

見えます から、 これに 約 六 力 イリ を 加えて、 十三 カイ 

リの 距離から 見えます」 

「よろしい。 みんな も、 今き いている とお リ、 この 砂 

山に 立つ と、 六 力 イリの 水平線が 見える の だ。 船の マ 

スト や 帆 は 高い から、 もっと 遠い、 水平線の 向こうに 



「ぼくです _ 

二人の 練習生が いうと、 わかい 連中 も、 だまって い 

ない。 

「老人 は、 つかれて いるから むり だ。 わしが 立つ」 

「夜 は、 目の いい わかい 者の 方が いい。 見 はり は、 水 

夫が 引き受けた」 

十六 人の なかで、 いちばん せいが 高くて、 声の 大き 

い 名物 男、 姓 は 川口、 名 は 雷 蔵と いう 会員が、 

「せいの 高い 私が、 いちばん いい。 いちばん 遠くが 見 

える りくつ だ。 これでき まった。 私が 見 はり 番だ」 

その 名のと おりの、 雷 声で どなった。 



らも、 たのむ よ」 

こういって、 かれの 肩 をた たいた。 

「経験の ある 者 だけに、 わかる ことです。 船長に、 そ 

ん なにい つていた だいて、 うれしいです」 

かれは、 右手 を あげて、 空 を 指さしつつ、 

「あの 細い 月が わかい 者に は どくです。 あの 月 を 見て 

いるう ちに、 急に 心細くな つて、 懐郷病 (国の こと を 

思って、 たまらなくなる 病気) にと りっかれ ますから」 

「そのと おりだ。 それよりも、 おまえに は、 夜の 風が 

どく だ。 まだ 腹 もよ くないよ うだね。 夜の 見 はり 当番 

ちゅう だけ、 これ を 腹に まいて おくと いい」 



こうして、 見 はり をお こたらなかった が、 その 間に 

は、 雲の かけら、 海鳥の 飛ぶ すがた も、 船 かと 思った 

り、 また、 夜 ともなれば、 

「あ、 船の あかり」 

と、 星の 光に、 胸 をお どらせ たこと も、 たびたびで 

あった。 

島 を 中心とした、 まんまるな 水平線に、 ただ 目 を こ 

らして 、通りかかる 船 を、 一日千秋の 思いで 待った。 

だが、 船 はいつ 通る ことか。 一力 月 後 か、 一年 後 か、 

あるいは …… しかし、 いっか は、 きっと 通る にち が 

レ^ ° レ 



いてお どかして、 四、 五 ひきの 魚 を はき 出させ、 それ 

を ひろって、 つりの えさに した こと もあった。 

ァ ホウ ドリ は、 とても 大食いな 鳥 だ。 胃 も 食道 も 

いっぱいに なっても、 まだ 魚 をのんで、 大きな 魚 を 半 

分、 口から だら りと ぶらさげて、 胃の なかの 魚の 消化 

する の を 待って いる ことがある。 こんなと き は、 おな 

かがいつ ぱいで、 よく 飛べない らしい。 ぼんやり、 海 

にう かんで いるすが たは、 まったくの ァ ホウ ドリ だ。 

ゆだんので きないの は、 ゥミ ガラスで、 じつによ く 

ふん をす る 鳥 だ。 白い 頭、 目の まわり も、 めがね を か 

けたよう に 白。 尾 は 黒く、 全身 は、 鉄ね ずみ 色で ある _ 



それが むらがって 飛んで いるので、 飛んで いる 下 は、 

ふんの 雨が 降って くる。 M< 幕の そとに 出る と、 われ わ 

れ のまつ 黒に 日に やけた 全身 は、 ゥミ ガラスに、 ふん 

の 白が すり をつ けられて しまう。 

鳥の 卵 は、 じつに おびただしい 数で、 いくら 注意し 

て 歩いても、 きっと、 いくつかの 卵 を ふみつぶ すくら 

いだ。 それが、 何 万と いう ひなどり になった ときの、 

さわぎと、 やかまし さ。 夜が 明ける やい なや、 日の く 

れ るまで、 たえ まもなく、 親鳥が、 か あか あ、 げ えげ 

え、 ひなどりが ぴ いびい、 まったく、 たいへんな やか 



て 行く の だ。 

正覚坊の 卵 は、 うまい。 鶏卵より 小さくて、 丸く、 

灰白色の 殼は やわらかで、 中にはき みとしろ みが ある。 

そして、 いくら ゆでても、 しろみが かたまらない。 

タイ マイの 卵 も、 うまい。 しかし、 その 肉 はに おい 

があって、 食用に ならない。 そして この かめ は 正覚坊 

より は 元気が あって、 よく かみついた。 

正覚坊の こと を、 一名 ァォゥ ミガメ というの は、 暗 

は，.？ てん 

緑色で、 暗 黄色の 斑点が あるからで、 大きさ も、 形 も 

よくに た 海が めに ァ カウ ミガメ というの が ある。 これ 

は、 からだが、 うすい 代赭色で、 甲 は 褐色で あるから 



午後 二 時 ごろ だ、 しかし、 まだ 島 は 見えない。 

みんな 前の 方の 水平線 を 見つめて いる。 からだ じゅ 

うの 神経が、 目ば かりに 集まった ように、 いっしんに 

見て いる。 

「もう 見えそう な もの だ」 

などと、 めめしい こと はだれ もい わない。 きっと 島 

が 見つかる ような 顔 をして、 みんなへ いきで いる。 な 

ん という たのもしい 人た ちだろう。 私 は、 みんな をな 

ぐ さめる つもりで いった。 

「おそくな つたら、 今夜 は 見つけた 島へ とまって、 

% "た 

明日 帰ろう」 



つれ 潮と いうの は、 潮が 船の 進む 方向に 流れる こと 

で、 つれ 潮に 乗る と、 船 は 潮に 送られて、 速力が 出る 

の だ。 

「がんば つ て 漕) J う」 

大きな 正覚坊 六 頭と、 たきぎ を 船 いっぱいに 積んで 

船足の 重い 伝馬船 は、 東へ むかって、 帰りの 航海に つ 

いた。 くたびれて はいるが、 宝島の 発見で、 元気が 出 

て、 樓 拍子 も 勇ましく 漕ぎ 進んだ。 

夕 ぐれと なって、 太陽が 水平線に しずむ と、 西の 空 

にう かぶ 雲 は、 レモン 色の 美し さ、 それが 煉瓦 色に な 

り、 やがて 紅色に、 だんだんと 鉄色の 夕 やみに なって 



「おうい」 

島に 居残った 一同 は、 声 を あわせて さけんだ。 

と、 海から、 

「おうい」 

と、 かすかな 返事が 聞え てきた。 つづいて、 

「よん さ、 ほう さ、 ほらえ え 」 

櫓 拍子に あわせる 掛声が、 遠くから、 だんだん はつ 

きり 聞え てく るで はない か。 

船が 帰って きたと いうので、 かがり 火 は、 海岸に う 

つされ た、 その かがり 火の、 あかるい 光の 中へ、 伝馬 

船 は、 おみやげ を 山と つんで、 ぶじに 帰りつ いたの だ _ 



てはいけ ない。 たとえ 出発しても、 天気が わるくな つ 

たら、 すぐと ちゅうから ひき 返して、 気長に 天気の よ 

くなる の を 待つ ようにす る こと。 

宝島で、 いちばん だいじな こと は、 通る 船の 見 はり 

である。 宝島に は、 流木が たくさん あるから 島に 着い 

たらす ぐに、 高い やぐら をつ くって、 そこから、 一人 

はきつ と、 四方の 海 を 見 はる こと。 信号の 「たき 火」 

は、 宝島に はたきぎ がた くさん あるから、 すぐで きる 

まんねんとう 

あと は、 いつでも 火種の とれる、 万年 灯 をつ くれば い 

ヽ o 

レ 

これらの こと を、 しっかり ときめた。 



きょうの 作業 は、 きのう 宝島から 持って きた、 流木 

のなかの、 船底 板に はって ある、 銅板 を はがす 仕事で 

あった。 

くぎ 

うすい 銅板 を、 ていねいに 釘 をぬ いて はぎとり、 は 

がき 二 枚ぐ らいの 大きさの 銅板 を、 六 枚 こしらえた。 

流木の 中の、 あつい 板 きれ をより 出して、 これに 銅板 

を 釘で うちつけ、 鉄 釘の 先 をと がらせた もの を、 ペン 

のか わりにして、 この 銅板に、 「 パ— ル • エンド. ハ— 

リ ゆうすい まう こ 

ミ— ズ礁、 龍睡丸 難破、 全員 十六 名 生存、 救助 を 乞う。 

明治 三十 一 一年 六月 一 一十 一 日」 

と、 私が 日本 文で 書き、 また、 おなじ 意味 を、 帰化 



人の 小 笠 原に、 英文で 書かせた。 この 銅板の 手紙 (流 

し 文) を、 海に 流そうと いうの だ。 

てんません こ 

みんなで、 伝馬船 を 沖に 漕ぎ出して、 それ を 流した。 

「銅の 手紙よ、 はやく、 どこかへ ついて くれ。 だれか 

に ひろわれて くれ。 たのむ ぞ —— おまえに は、 十六 人 

の、 心 を こめた 願いが かけられて いるの だ …… 」 

一枚、 一枚、 海に 流す たびに、 伝馬船の 上から 見送 

りながら、 みんな 祈った。 

しかし、 この 流し 文 を 配達して くれる の は、 海流の 

郵便屋 さんだ。 いつ、 どこへ 配達して くれる ことか。 

流した ところ は、 太平洋の まんなかで、 横 浜へ も、 ァ 



草が たくさん 生えて いる。 天幕 を やめて、 草ぶ きの 小 

屋 にして は、 どうだろう J 

一同 は、 これ はいい 思いつき だ、 と、 大 さんせいで 

あった。 十六 人の 多く は、 漁村、 農村の 草ぶ き 屋根の 

家で 生まれ、 そだった 人 たちだ、 なつかしい 草ぶ き だ。 

宝島で 木材 をより あつめ、 葉の 長い 草 を かって、 本部 

島と 宝島の 小屋 は、 草ぶ きになった。 

水夫 長の 工夫で、 柱と 屋根 を、 丈夫な 木の 骨 組に し 

て、 屋根に は 厚く 草 を ふいた。 夜ね る ときには、 四方 

に 帆布 を さげて 風よ けにし、 日中 は、 その 帆布 を まき 

あげてお く。 雨降りの とき は、 虱よ けの 帆布 を、 そと 



屋根 を 草で ふいた ことから 思い つ いたので あるが、 

両方の 島の 葉の ながい 草 を、 ジャック. ナイフで かり 

ほしくさ 

とって は、 日に ほして、 馬の たべる ような 乾草 を 作つ 

た。 これ は、 冬の 支度で ある。 

乾草 を あんで、 ござ、 むしろの ような もの を 作って、 

小屋の 中に もしき、 また、 夜具、 腰み の、 小屋の 風よ 

けな どに しょうと いうので あ つ た。 

いったい、 帆船の 水夫 は、 工作が 上手 だ。 

船に いる ときには、 古い 索 を ほぐして、 長い 毛の よ 

うにし、 それ を 糸に とって、 その 糸 を あんで、 靴ぬ ぐ 



3 



学用品 



島 生活に、 だんだん なれて、 時間に ゆとりが できて 

きた。 そこで、 六月の 中 ごろから、 学科 時間 を、 午前、 

午後、 一 日お きに 入れた。 



まんねんとう 

水夫 長が、 万年 灯に たまった 油煙 を あつめて、 米 を 

煮た かゆと まぜて、 インキの ような もの をつ くった。 

そして、 海鳥の 太い 羽で、 りっぱな 羽 ペン はでき たが、 

インキ は 役に たつ ものではなかった。 

漁業 長が、 カメ アジの 皮 を 煮つめて、 にかわ をつ くつ 

て、 水夫 長の インキに まぜて、 とうとう りっぱな イン 

キが できあがった。 この インキ は、 水に 強く、 帆布に 

文字 を 書いて 海水に ひたしても、 消えない。 

うきわ 

そこで、 帆布 を 救命 浮 環に はりつけ、 その 帆布に、 

この インキで、 

りゅうす い まる 

r パ ー ル • エンド • ハ— ミ ー ズ礁、 龍睡丸 難破、 全員 



十六 名 生存、 救助 を 乞う」 

と、 日本 文で 書き、 おなじ 意味 を 英文で 書いて、 

てんません 

伝馬船で 沖に もってい つ て、 

「われらの 黒潮よ、 日本に とどけて くれ。 —— 救命 浮 

環よ、 通りかかった 船に ひろわれて くれ」 

と 念じて、 人目に つくよう、 帆布の 小 旗 を 立てて 流 

した。 

「インキよ、 何年、 波風に さらされても 消えるな。 I 

I 文字よ、 いつまでも、 はっきり していて くれ。 人に 

読まれる まで は …… 」 

十六 人 は、 この 救命 浮 環と インキに、 大きな 望み を 



たった 五十 五 歳 だ。 この もじゃもじゃ ひげと ふとった 

からだが、 老人に 見える のだろう。 

おいらのお じいさん は、 アメリカ 捕鯨の 本元、 大西 

洋 沿岸、 北方の 小島、 ナン テ カット 島の 生まれで、 お 

じいさん も、 父親 も、 おいら も、 代々 鯨 とりだ。 おじ 

いさん は、 力 ー リ ー 鯨 アンド • アン 二— 号と いう 百 十 

五 トンの 捕鯨 帆船 を 持って いて、 その 船長だった。 

おじいさんが、 青年時代、 一 八 二 〇 年 (江戸時代の 

文政 三年) に、 太平洋の 日本 沿岸、 金 華 山 沖で、 捕鯨 

船が、 まっこう 鯨の 大群 を 発見した の だ。 

それ はね、 何千 頭と いう 大 鯨が、 ベた いちめんに、 



だった から、 上陸した 乗組員 は、 天幕 を はって 休養し 

たが、 のちに は りっぱな 家 をた てて、 幾人 もの 鯨と り 

が 住まうよ うにな つ た。 

おいらの 父親 も、 小 笠 原に 家 を もった の だ。 そして、 

おいら は、 一八 四 五 年 (弘化 二 年) に、 この 島で 生ま 

れて、 フロリスト • ウィリアム、 と 名 まえ をつ けられ 

た。 

その じぶん、 捕鯨船で は、 小 笠 原 島の こと を、 ボ— 

ニン 島と いっていた。 なんでも 話に きくと、 日本のお 

役人に、 

「あの 島の 名 まえ は、 何とい うのです か」 



て いはく 

ぐ 伝染した。 アメリカの、 太平洋の 港に 碇泊 中の、 捕 

鯨 船の 水夫、 漁夫、 運転士 までが、 

「鯨よりも、 砂金の 方が いい」 

といって は、 手荷物 を かついで、 船 をお りたり、 ま 

た、 にげ 出して 行った。 それで、 何隻 もの 捕鯨船が、 

港に 錨 を 入れた まま、 動け なくなって しまった。 そ 

れ から 急に、 アメリカの 捕鯨船 は、 だめになった。 

だが、 おいらの 父親 は、 生まれつきの 鯨と りだつた _ 

砂金なん か、 見む きもし なかった。 気 もちの いい 小 笠 

原が すきだった。 

さて、 おいらの 願いが かなって、 父親の 船に 乗せて 



もらって、 太平洋へ 鯨 をと りに 出かけた の は 十一 歳の 

春 (安政 二 年) だった。 うれしかった ね。 なんでも、 

早く 一 人 まえにな つ て、 一 番铦 をう つ て やろうと、 思 つ 

たね。 

はじめは、 帆柱の 上に ある、 ほんとうの 見張 所の 下 

たる 

に、 樽 を しばりつけて もらって、 その 樽の 中にはい つ 

て、 見 はり 見習い を やった。 上の 方の 大人の 見 はりに 

負けずに、 すばやく、 鯨の ふきあげる 息 を 見つけて は 

歌 をうた う 調子で、 声 を 長く 引いて、 鯨が 息をする よ 

うに、 

「ブロ ー ス —— ホ—」 



「鉄砲で うったり、 铦で ついては いけない。 いけどり 

にす るなら いい」 

といった。 まだ 少年のお いらに、 —— くまがりなん 

かお まえに はで きないよ。 そんな あぶない こと をす る 

な —— という、 ありがたい 親心が、 今ではよ くわ かる。 

だが、 その じぶんに は、 親の ありがた さなん ぞは、 気 

、、ゝ r\ ゝ *」 ヽ o 

力 つ 力る レ 

「おとうさん は、 ぼくの 勇気 をた めすの だ。 鯨より は、 

ずっとち つぼけ な 白く まだ。 生 けどりに できない こと 

はない。 —— よし、 やる ぞ」 

こんな 親不孝な こと を 考えた。 そして、 アメリカの 



おいらが 三十 一歳のと き、 明治 八 年に、 ボ— ニン 島 

が、 日本の 領土と なって、 日本 小 笠 原 諸島と はっきり 

きまった の だ。 おいらの 生まれた 島 だ。 なつかしい 島 

だ。 島が 日本の 領土と なった の だから、 おいら も 日本 

人 だ。 そうだろう。 それで 帰化して 日本人と なった。 

フロスト • ウィリアムが、 日本 名 まえに かわって、 島 

の 名 を そのまま もらって、 小 笠 原 島吉。 どう だ、 いい 

名だろう。 

漁夫の^ 多の こと も、 ちょっと いってお こう。 範多 

リ ようせん 

のお やじ は、 捕鯨 銃の 射手から、 ラッ コ獵船 の 射手と 

なった。 鉄砲の 名人だった よ。 射手の こと を、 英語で 



ハン タ ー というの だ。 ハン タ ー のせ がれの、 エド ヮ— 

ズ • フ レ デリ ッ クが 帰化して、 おやじの 職業の ハン タ— 

じゅうたろう 

を そのまま つけて、 範多 銃太郎 となった の だ。 

ここにい る、 おいらの いとこの、 ハリス. ダビ ッド 

が、 父 島 一郎、 これ も、 小 笠 原 諸島の 父 島に 住んで い 

たので、 島の 名 を そのまま つけたの だ。 

このつ ぎに は、 もっと おもしろい 話 をしょう。 きょ 

うは これでお しまい。 

天幕の 中 は、 われる ような 拍手で ある。 



国 後が つかまえ てきた 海鳥の 首に、 銅板の 一 枚 を 

じょうずに 細い 針金で しばりつけて、 さて 飛ばそうと 

したが、 札が 大きす ぎて、 重くて 鳥 は 飛べない。 そこ 

で、 だんだんに 札 を 小さく して、 鳥が 首に つけて 飛べ 

る だけの 大きさが わかった ので、 アジ サシ と、 ァ ホウ 

ドリと、 あわせて 十 羽の 海鳥の 首に、 その 札 をつ けて 

浜に 出て、 みんなで 飛ばせた。 

首に 札 をつ けられて 、びっくりした 鳥 は、 一羽 一羽 

かってな 方角へ、 高く 飛んで 行った。 雨雲が ひくく 水 

平 線に たれさがって、 いまにも 降り出し そうな 空に、 

III の ゆくえ を 見 まもって、 浜べ に 立った 人た ち は、 



「何十 年で もがん ばる ぞ」 

だれかれ が、 思わず もらした ことば だ。 これ はまつ 

たく 十六 人の 気 もち をい つた ものであった。 

一 同 は、 H< 幕の 中で、 船長 を 上座に、 その 両 がわに、 

ずらり と 一 一列に 向き あ つ て、 ござの 上に ぎょうぎ よく 

すわって、 料理 当番の くばる 食事 を、 いつもより は、 

いっそう おいしく 思った。 そしてよ くかんで、 食糧の 

じゅうぶんな こと を 感謝しながら たべ ている と、 雨 も 

ようだった 空 は、 ぼつり、 ぼつり、 そしてた ちまち、 

ひどい 降りに なって きた。 

「それつ。 水 だ」 



この 小島 は、 どっち を 向いても、 いちばん 近い 島が、 

三百 力 イリ も はなれて いる けれども、 フ イジ— 島と サ 

モア島の 間 を かよう、 汽船の 航路のと ちゅうに あたつ 

ている ので、 この 島 あての 郵便物 は、 汽船が 通りが か 

りに 持つ てきて くれる の だ。 

しかし、 この 島の まわり は、 波が あれくるって、 郵 

便 物 を 汽船から 島へ おろす こと も、 島から ボ — ！ ^を 潜 

ぎ 出して、 汽船に 行つ て 受け取る こと もで きないと き 

が 多い の だ。 そこで、 波の 荒い 季節 中、 この 島 あての 

かざかみ 

郵便物 を、 ブリキ 缶に かんづめ にして、 島の 風上から、 

海に 投げ こんで おいて、 气^ は そのまま 通りす ぎて 行 



ている ァザ ラシで、 動物 試験 をしょう というの は、 た 

ベても だいじょうぶと、 たしかに 信じて いるから だ。 

一方で はべつ に、 運転士と 漁業 長と が、 実 をつ ぶし 

て、 力 二の 口にぬ つてみ たり、 かめの 口に 入れて みた 

りして、 ともかくも、 鳥い がいの 動物 試験 をして いた- 

種 入りの 鳥の ふんが 本部 島に ついてから、 三 曰めの 

朝、 範 多が、 運転士の 前にた つて、 頭 を かきながら 白 

状した。 

「私 は ゆうべ、 ねる まえに、 草ブ ドウ を 十 粒 ほど、 な 

いしょで たべ ましたが、 とてもお いしくて、 そのうえ 

よく 眠れました。 けさ は、 このと おり 元気です し、 腹 



ある 日、 夕食後の すもうで、 川口が 五 人ぬ きに 勝つ 

て、 みんなから 拍手され たと き、 「いや、 『鼻 じろ』 に 

はかなわない。 あいつ は、 二十 四 頭 ぬきだ。 ァザ ラシ 

Q 橫網だ よ」 

と、 また 「鼻 じろ」 のじまん をした。 そして みんな 

も、 「鼻 じろ」 は、 たしかに ァザ ラシの なかで、 いちば 

ん 強い 王様で ある こと をみ とめた。 川口 はとく いで 

あった。 かれは 「鼻 じろ」 のように 胸 を そらして、 

「強い 大将に は、 強いけ らいが あるよ」 

と、 いった。 すると、 水夫 長が、 

「大将さん はは だかで、 けらいが りっぱな 毛皮の 着物 



かめ だって、 あのと おりお 役に たって いるで はない か 

…：- J 

「しかし、 ァザ ラシ 殺しの 役目に は、 あたりたくない 

もの だ」 

と 思って いた。 けれども、 手配 は、 さすがに りっぱ 

だ。 

「いちばん ききめの ありそうな 胆を 持つ ている ァザラ 

シを、 けんとう をつ けて おいて、 いざと なって まごつ 

かないよう にしよう」 

「薬の ききめの 多 いのは、 強い ァザ ラシが いいのに ち 

がいない。 強くて 胆の 大きそう なァザ ラシ を きめてお 



元気が つきす ぎて、 『鼻 じろ』 とおん なじに、 しょ つ ちゆ 

うけん かか。 そうして、 おいらが なぐられ てよ、 『むこ 

う 傷の あか ひげ』 か —— あつ はは は」 

と、 じょうだん をい つた。 すると すぐそばで、 流木 

に 腰をおろして、 つり 針の 先 を、 ごし ごし こすって い 

た 川口 は、 立ち あがって、 みんなの 方に やって きた。 

「い つとう 強くて、 胆の 大き いのは、 『鼻 じろ』 にき まつ 

ている。 それが 人助けのお 役に たつの だ。 やっぱりえ 

らい や。 お 薬師 様 (病人 をす くう といわれる 仏 さま) 

にな るんだ …… 」 

元気な く、 しんみり といった。 かれは、 いつものよ 



ふきけして しまう。 ちょうど、 波が なぎさに、 まつ 白 

くく だけて、 ぱっと ひろがって 消えて しまうよ うに。 

ァ ホウ ドリの ちえと 力 

こうして、 数日が たつう ちに、 八月 もす ぎて しまつ 

た。 十月に なると、 海が だんだん あれて くるであろう _ 

それ だから、 九月 いっぱいに、 宝島から、 運べる だけ 

の もの を 本部 島へ 運んで、 冬 を こす 支度 をして おかな 



くて はならなかった。 

てんません 

それで 私 は、 九月 一日の 朝早く、 伝馬船で 本部 島 を 

出発して、 あかつきの 海 を 宝島へ 向かった。 一行 は 五 

人。 私と 水夫 長と、 宝島 当番に 交代す る、 三人の 漕ぎ 

手であった。 

正午 ごろ 宝島へ 着いて、 その 晚も、 二日の 晚も、 宝 

島に とまって、 塩の 製造、 かめの 捕獲、 流木の 貯蔵、 

本部 島 へ 植え か える 草ブ ドウの 根の せわな どの さ しず 

をしながら、 島中 を 念入りに しらべた。 二日の 午後、 

ふとした ことから、 ァ ホウ ドリ は 感心な 鳥で あると、 

つ くづ く 感じた ， J とが あ つ た。 



三 力 所から、 みるみる 黒煙が ふき あが リ はじめた。 

私 は、 双眼鏡 を 首に かけながら なぎさに 走って、 伝 

馬 船に とび 乗る と、 伝馬船 当番の 三人の 水夫 は、 もう、 

櫓と 櫂と をに ぎって いる。 飲料水 入りの 石油 缶 を かつ 

いで、 水夫 長が 乗り こむ。 と 私と 水夫 長と 当番 三人の、 

帽子と 服と を ひとまとめに したつつ みが、 伝馬船に 投 

げこ まれる。 数人が、 伝馬船 を なぎさから つき 出す。 

すると、 櫓 も 櫂 もぐつ とし わって、 伝馬船 は、 ぐん 

ぐん 沖に むかって 進んで いた。 これが みんな ほとんど 

同時に 活動し だした の だ。 まるで、 電気 ボタン をお す 

と、 大きな 機械が 一 時に 動き 出す のとお なじよう に I 



「ばん ざ あい つ」 

島に 残った 十一 人が、 のど もさけ ろと さけぶ の も、 

はやう しろに、 

「えんさ、 ほう さつ」 

樓と 二つの 櫂 をし わらせて、 うでっぷしの つづく か 

ぎり、 沖合 はるかの 帆船め がけて、 ただ 漕ぎに 漕いだ。 

その 帆船 は、 どこの 国の 船 かわからない。 はだかで 

漕ぎつ けて は、 日本の 名誉に かかわる。 それで、 まえ 

から、 こういう 場合の こと を 考えて、 船長と 水夫 長、 

それに 伝馬^ 当番 三人の、 帽子と 服と は ひとまとめに 



私たちの 漕ぎつ けた 船、 スク ー ナ— 型、 百 七 トンの 

的 矢 丸 は、 政府から たのまれて、 遠洋漁業 を やって い 

はんせん 

る 帆船で ある。 めったに 船の くると ころで はない、 こ 

のへん の 海の 漁業 調査の ため、 パ ー ル • エンド • ハ ー 

しょう あんしょう 

ミ ー ズ礁の 北の 沖 を、 西に むかって、 暗礁 をよ けて 

航海 中、 とつぜん、 水平線に 黒煙が 二す じ 三す じ、 立 

ち のぼるの を 見た。 

「たぶん、 外国の 軍艦で も 遭難して いるの だろう。 

錨 のと どくと ころが あ つ たら、 ともかくも、 碇^し よ 

う」 

それで 錨 を 入れた の は、 われらの 本部 島から、 十二 



力 イリ (二十 ニキ 口) の 沖であった。 

「ボ —„ ^らしい ものが、 やって きます」 

てんません 

「日本の 伝馬船です」 

「乗って いるの は、 まつ 黒い、 はだかの 土人です」 

望遠鏡で 見 はって いた 当直の 者から、 このような、 

やつぎばやの 報告 を 受けて、 的 矢 丸の 長 谷川 船長 は、 

遭難した 土人が 漕ぎつ けて くるの だ、 と 思い こんでい 

た。 

そこへ、 緦ば しご をった つて、 甲板に よじのぼって 

しゅうちょう 

きたの は 報告 どおりの、 まつ 黒な 土人が 五 人。 酋 長 

らしい のが、 ただ 一人、 気の きいた 服装 をして いる。 



ほうこうぎ か い 

だけ 日本へ つれて 帰って、 報効義 会へ 遭難の ようす を 

報告 させて くれない か。 もし、 それ もで きなければ、 

手紙 一本 だけ 日本へ 持って 帰って、 とどけて くれない 

か。 今のところ 病人が 二人 あるが、 まだ 一年 二 年 は、 

命に さしさわり は あるまい。 それに、 十六 人 は 今まで 

の 研究で、 これから さき 何年で も 島で くらして 行ける 

自信が ある。 米 もま だ、 節約した のこりが、 三 斗 五 升 

(六十 三 リットル) は あるから」 

両 うで を 組んで、 目をつぶ つてき いていた 長 谷川 船 

長 は、 

「君 も 知っている ように、 的 矢 丸 は、 やっと 目的の 漁 



場に ついた ばかり だ。 これから、 ほんとうの 仕事 を は 

じめ ると ころ だ。 今す ぐ 君た ち 十六 人 を、 この 船に ひ 

きとって、 ここから、 日本へ 引き返す こと はでき ない 

それで、 漁業が おわって から、 みんな を 日本へ つれて 

行こう。 それにしても、 この 島に いたので は、 命と た 

のむ 飲料水に こまる だろう。 さしあたり、 いい 水の 出 

る もっと 大きな 島、 ミツ ドゥエ— 島に、 十六 人 を 明日 

にも 送りと どけよう。 そして ミツ ドゥエ— 島で、 的 矢 

丸の 漁業の すむ まで 待って いて くれ。 

米 も 寝具 も 服 も 何もかも、 もう 不自由 を させない よ _ 

い い 薬 も ある。 



人々 は、 ことごとに 感心して、 

「ふうん」 

「ままう」 

と、 ときどき、 声 をた てたり、 ためいき をつ いたり 

きも 

した。 病人と ァザ ラシの 胆 とりの 話 をき いて、 なみだ 

ぐむ 人 もあった。 

的 矢 丸の 水夫 長が、 

「本船に は、 いい 薬が ぁリ ますよ、 なにしろ 役所から 

の 命令 船です からね。 『熊の &』 もあります よ。 安心 

してく ださい。 本船 は 小さい が、 それ こそ、 大船に 乗つ 

たつ もりで ね」 



と、 しんせつ にいって くれた。 

「日本 もえら くな つた もの だ。 あたりまえの 船が くる 

ところ じゃあない、 こんな、 太平洋の まんなかの 無人 

せき 

島へ、 日本 船が ニ隻も 集まった の だ。 そして、 一隻 は 

難破、 一 隻は その 助け船。 これ はまた ふしぎな まわり 

あわせに なった もの だ」 

と、 つくづく 感心して いる 者 もあった。 

「ご飯 を、 ごちそうしょう」 

と、 上甲板の 日よ け 天幕の 下に、 とくべつに テ ー ブ 

ルと i: 子と をなら ベて、 五 人の 席が できた。 五 人 は 長 



私たち はこの 島で、 はじめて、 しんけんに、 じぶん 

で じぶん をき たえる ことができた。 そして 心 をみ がき 

その 心の 力が、 どんなに 強い もので あるか を、 はっき 

り 知る ことができた。 十六 人が、 ほんとうに 一 つに 

なった 心の 強さの まえに は、 不安 もしん ぱい もなかつ 

た。 たべる もの も、 飲む もの も、 自然が わけて くれた _ 

ァザ ラシ も、 鳥 も、 雲 も、 星 も、 友 だち となって、 や 

さしく なぐさめて くれた。 これ も、 みんなの 心がけが 

りっぱで、 勇ましく、 そして やさしかった からだ。 私 

は 心から 諸君に 感謝す る。 ありがとう。 

これから、 おとなり の ミツ ドゥエ ー 島で、 三 力 月 も 



から、 とぎれとぎれ にいった。 

「年の 順で、 一 同に かわりまして。 …… ただ、 ありが 

たいと 思います。 この 年に なって、 はじめて、 生きが 

いの ある 一日一日 を、 この 島で 送る ことができました。 

心が、 海の ように ひろく、 大きく、 強くな つた 気がし 

ま ^9 

ありがとう ございます。 このうえ とも、 よろしくお 

願いいた します」 

私 は、 このと きの 感激 を、 いまでも わすれない。 み 

んな も、 そういつ ている。 心と 心の ふれあった、 とう 

とい ひびき を 感じた の だ。 



島で 勉強した かいがあって、 いままで、 ろくに 手紙 

も かけなかった 漁夫 や 水夫の だれかれ が、 りっぱな 手 

紙 を 出して、 両親 や 兄弟 を、 びっくり させたり、 よろ 

こばした 話 も ある。 また、 四 人の 青年 は、 翌年 一月、 

通信 省 の 船舶 職員 試験に、 みごとき ゆうだいして、 運 

転士 免状 をと つた。 これ だけで も 無人島 生活 はむ だで 

はなかった と、 私 は うれしい。 

その後、 しばらくして 十六 人 は、 また 海へ 乗り出し 

て 行った。 

すが わ 

中 川 船長の、 長い 物語 はお わった。 ぼく (須 川) は、 
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